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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

４年５月期第２四半期 22,463 － 3,877 10.4 3,981 12.0 2,777 14.6

３年５月期第２四半期 26,035 12.0 3,512 24.1 3,555 23.6 2,423 21.0

（注）包括利益 ４年５月期第２四半期 2,653百万円（13.6％） ３年５月期第２四半期 2,336百万円（13.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

４年５月期第２四半期 202.05 －

３年５月期第２四半期 178.30 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

４年５月期第２四半期 60,961 44,646 72.6

３年５月期 57,739 41,917 72.1

（参考）自己資本 ４年５月期第２四半期 44,277百万円 ３年５月期 41,618百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

３年５月期 － 23.00 － 23.00 46.00

４年５月期 － 25.00

４年５月期（予想） － 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 42,500 6.2 5,900 △0.1 6,000 △1.1 4,250 0.1 309.91

（注）１.直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．令和４年５月期第２四半期の連結業績（令和３年６月１日～令和３年11月30日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、令和４年
５月期第２四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、売上高は対前年同四半期増減率を記載し
ておりません。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、令和４年
５月期第２四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．配当の状況

３．令和４年５月期の連結業績予想（令和３年６月１日～令和４年５月31日）

２.「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日））等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、上

記の連結業績予想は当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前期増減率については、令和３年５月期に当該会計基準等

を適用したと仮定して算定した増減率を記載しております。



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） ４年５月期２Ｑ 13,826,064株 ３年５月期 13,719,064株

②  期末自己株式数 ４年５月期２Ｑ 5,570株 ３年５月期 5,523株

③  期中平均株式数（四半期累計） ４年５月期２Ｑ 13,744,568株 ３年５月期２Ｑ 13,593,054株

※  注記事項

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

　四半期決算補足説明資料は、TDnetで同日開示しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、厳しい状況で

推移しました。ワクチン接種の普及に伴う経済活動の回復により、緩やかな景気回復の傾向があるものの、依然と

して感染症再拡大が懸念される等、先行きは不透明な状況が続いております。

　医薬品業界におきましては、令和３年６月閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針2021」において「後

発医薬品の品質及び安定供給の信頼性の確保、新目標についての検証、保険者の適正化の取組にも資する医療機関

等の別の使用割合を含む実施状況の見える化を早期に実施し、バイオシミラーの医療費適正化効果を踏まえた目標

設定の検討、新目標との関係を踏まえた後発医薬品調剤体制加算等の見直しの検討、フォーミュラリの活用等、更

なる使用促進を図る。」と示され、後発医薬品の品質及び安定供給の信頼性の確保、並びに使用促進を行う方針が

示されております。

　ジェネリック医薬品の普及が拡大してきた一方、令和３年４月に薬価改定が行われ、今後毎年薬価改定が実施さ

れることが決まっており、医薬品業界の事業環境は厳しいものとなることが予想され、当社としても一層の経営効

率化への努力が求められております。

　また昨今の医薬品における品質に係る問題により、医薬品業界の置かれる環境は厳しさを増しておりますが、当

社では日々の生産における製造管理・品質管理を徹底するとともに、見直すべき点があれば積極的に改善を進め、

より一層の製造管理及び品質管理の強化に取り組んでおります。

　このような状況のもと、当社グループは生産基盤の充実を図りながら積極的な営業活動を展開いたしました。

　売上高の販売品目ごとの業績は次のとおりであります。

　原薬では、消炎鎮痛剤原薬、抗血小板剤原薬、食道炎治療剤原薬等のジェネリック医薬品向け原薬の販売増加が

あり堅調に推移し、売上高は10,283百万円となりました。

　製剤では、自社開発ジェネリック医薬品及び高薬理活性製剤の販売増加、医療用医薬品における新規の新薬や長

期収載品の製造受託の販売増加があり堅調に推移し、売上高は12,027百万円となりました。

　健康食品他につきましては、市場における競争激化等により、厳しい状況で推移し、売上高は151百万円となり

ました。

　新型コロナウイルス感染症の流行による当第２四半期連結累計期間への影響は軽微でありました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高22,463百万円、営業利益3,877百万円（前年同期比

10.4%増）、経常利益3,981百万円（前年同期比12.0%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益2,777百万円（前年

同期比14.6%増）となりました。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の

期首から適用しており、令和４年５月期第２四半期に係る各数値は、当該会計基準等を適用した後の数値となって

おり、売上高は対前年同四半期増減率を記載しておりません。

（２）財政状態に関する説明

①財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末より3,222百万円増加し、60,961百万円とな

りました。これは主に、商品及び製品の減少384百万円などがあった一方で、現金及び預金の増加447百万円、受取

手形及び売掛金の増加1,710百万円、電子記録債権の増加627百万円、仕掛品の増加559百万円などがあったことに

よるものであります。

　負債は、前連結会計年度末より493百万円増加し、16,315百万円となりました。これは主に、長期借入金の減少

521百万円などがあった一方で、支払手形及び買掛金の増加511百万円、その他の流動負債の増加322百万円などが

あったことによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末より2,728百万円増加し、44,646百万円となりました。これは主に、資本金の増加

155百万円、資本剰余金の増加155百万円、利益剰余金の増加2,461百万円などがあったことによるものでありま

す。

　これらの結果、自己資本比率は前連結会計年度より0.5ポイント増加し、72.6％となっております。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の

期首から適用しており、令和４年５月期第２四半期に係る各数値は、当該会計基準等を適用した後の数値となって

おります。
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②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度

末より447百万円増加し、3,820百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は2,407百万円（前年同期比688百万円の増加）となりました。売上債権の増加額

2,335百万円、法人税等の支払額1,034百万円があった一方、税金等調整前四半期純利益4,096百万円、減価償却費

1,546百万円の計上があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は1,276百万円（前年同期比962百万円の減少）となりました。これは主に、生産設

備の拡充に伴う有形固定資産の取得による支出1,454百万円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は680百万円（前年同期は625百万円の獲得）となりました。これは主に、新株予約

権の行使による株式の発行による収入308百万円があった一方で、長期借入金の返済による支出754百万円、配当金

の支払額315百万円があったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

令和４年５月期（令和３年６月１日～令和４年５月31日）の通期連結業績予想につきましては、令和３年７月14日

に公表いたしました予想数値に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(令和３年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(令和３年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,372,906 3,820,621

受取手形及び売掛金 8,382,038 10,093,014

電子記録債権 4,392,604 5,019,982

商品及び製品 4,249,005 3,864,030

仕掛品 5,056,354 5,616,165

原材料及び貯蔵品 6,446,294 6,756,313

その他 550,711 771,800

貸倒引当金 △20,010 △7,769

流動資産合計 32,429,904 35,934,160

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,970,814 10,750,408

機械装置及び運搬具（純額） 5,734,231 5,237,510

その他（純額） 4,666,986 5,374,961

有形固定資産合計 21,372,031 21,362,881

無形固定資産

その他 332,688 382,382

無形固定資産合計 332,688 382,382

投資その他の資産

投資有価証券 2,801,800 2,521,820

その他 814,958 772,333

貸倒引当金 △12,018 △11,898

投資その他の資産合計 3,604,741 3,282,255

固定資産合計 25,309,461 25,027,519

資産合計 57,739,365 60,961,679

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,359,585 4,870,893

電子記録債務 3,370,129 3,551,135

１年内返済予定の長期借入金 1,362,317 1,128,929

未払法人税等 1,098,459 1,374,965

引当金 101,054 92,121

その他 2,567,247 2,889,555

流動負債合計 12,858,792 13,907,600

固定負債

長期借入金 2,018,865 1,497,540

退職給付に係る負債 764,343 729,060

その他 180,003 181,403

固定負債合計 2,963,211 2,408,004

負債合計 15,822,003 16,315,604

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(令和３年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(令和３年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,271,234 6,426,270

資本剰余金 6,157,425 6,312,460

利益剰余金 28,331,607 30,793,270

自己株式 △13,694 △13,864

株主資本合計 40,746,572 43,518,136

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 792,918 663,104

為替換算調整勘定 197,157 210,942

退職給付に係る調整累計額 △117,688 △114,528

その他の包括利益累計額合計 872,387 759,518

新株予約権 - 12,252

非支配株主持分 298,402 356,167

純資産合計 41,917,362 44,646,075

負債純資産合計 57,739,365 60,961,679
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　令和２年６月１日

　至　令和２年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　令和３年６月１日
　至　令和３年11月30日)

売上高 26,035,653 22,463,211

売上原価 20,191,813 16,404,553

売上総利益 5,843,840 6,058,657

返品調整引当金戻入額 1,253 -

差引売上総利益 5,845,093 6,058,657

販売費及び一般管理費 2,332,962 2,181,488

営業利益 3,512,131 3,877,169

営業外収益

受取利息 338 53

受取配当金 36,500 33,913

受取保証料 8,500 1,208

受取保険金 - 29,109

その他 18,795 54,848

営業外収益合計 64,135 119,133

営業外費用

支払利息 3,820 4,099

為替差損 8,224 -

支払手数料 3,952 6,195

その他 4,967 4,540

営業外費用合計 20,965 14,835

経常利益 3,555,300 3,981,467

特別利益

投資有価証券売却益 - 246,610

特別利益合計 - 246,610

特別損失

固定資産除却損 5,547 1,449

火災損失 - 22,899

投資有価証券評価損 - 107,469

特別損失合計 5,547 131,818

税金等調整前四半期純利益 3,549,753 4,096,259

法人税等 1,136,587 1,335,985

四半期純利益 2,413,165 2,760,273

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △10,487 △16,801

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,423,653 2,777,074

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　令和２年６月１日

　至　令和２年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　令和３年６月１日
　至　令和３年11月30日)

四半期純利益 2,413,165 2,760,273

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △107,123 △129,814

為替換算調整勘定 14,976 19,952

退職給付に係る調整額 15,384 3,160

その他の包括利益合計 △76,762 △106,702

四半期包括利益 2,336,402 2,653,571

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,341,861 2,665,148

非支配株主に係る四半期包括利益 △5,458 △11,577

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　令和２年６月１日

　至　令和２年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　令和３年６月１日
　至　令和３年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,549,753 4,096,259

減価償却費 1,420,356 1,546,034

固定資産除却損 5,547 1,449

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9,681 △12,361

賞与引当金の増減額（△は減少） 32,493 27,541

返品調整引当金の増減額（△は減少） △1,253 -

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 14,929 16,060

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 34,812 △30,737

受取利息及び受取配当金 △36,838 △33,966

支払利息 3,820 4,099

投資有価証券評価損益（△は益） - 107,469

投資有価証券売却損益（△は益） - △246,610

売上債権の増減額（△は増加） △864,127 △2,335,066

棚卸資産の増減額（△は増加） △738,357 △480,701

仕入債務の増減額（△は減少） △43,346 636,319

その他 △446,173 68,355

小計 2,921,935 3,364,143

利息及び配当金の受取額 36,838 33,966

利息の支払額 △3,674 △3,992

法人税等の支払額 △1,239,770 △1,034,667

その他 4,021 48,123

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,719,351 2,407,574

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,248,852 △1,454,181

無形固定資産の取得による支出 △5,798 △100,395

投資有価証券の売却による収入 - 256,548

その他 16,486 21,969

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,238,163 △1,276,059

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　令和２年６月１日

　至　令和２年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　令和３年６月１日
　至　令和３年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △829,308 △754,713

配当金の支払額 △342,225 △315,406

自己株式の取得による支出 △172 △169

リース債務の返済による支出 △1,733 △1,284

新株予約権の発行による収入 - 13,351

新株予約権の行使による株式の発行による収入 1,798,544 308,971

非支配株主からの払込みによる収入 - 68,400

財務活動によるキャッシュ・フロー 625,104 △680,850

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,283 △2,948

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 105,008 447,715

現金及び現金同等物の期首残高 3,084,107 3,372,906

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,189,115 3,820,621
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本に著しい変動があった場合の注記）

　当第２四半期連結累計期間において、行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に係る新株予約権の行使に伴い、

資本金155,035千円、資本剰余金155,035千円がそれぞれ増加しております。

　この結果、当第２四半期連結会計期間末において、資本金6,426,270千円及び資本剰余金6,312,460千円となってお

ります。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、顧客への商品の

提供における当社の役割が代理人に該当する取引について、従来は顧客から受け取る対価の総額を収益として認識

しておりましたが、顧客から受け取る額から商品の仕入れ先に支払う額を控除した純額で収益を認識する方法に変

更を行っております。また、将来返品見込額の会計処理について、返品調整引当金を見積り売上総利益から控除す

る方法から、売上高並びに売上原価から控除する方法に変更を行っております。

　なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年3月26日）第98項に定め

る代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移

転されるまでの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第1四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第1四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識

会計基準第86項に定める方法を適用し、第1四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんど

すべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、当第2四半期連結累計期間において、当第2四半期連結累計期間の売上高は4,202,541千円、売上原価は

4,201,974千円それぞれ減少しておりますが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はあ

りません。また、利益剰余金の当期首残高に与える影響もありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」の「引当金」に

含めて表示していた「返品調整引当金」については、第１四半期連結会計期間より、返金負債は「流動負債」の

「その他」に含めて表示し、返品資産は「流動資産」の「その他」に含めて表示することといたしました。なお、

収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法による組替

えを行っておりません。また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年3月31日）第

28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第2四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解し

た情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、これにより四半期連結財務諸表

に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

I　前第２四半期連結累計期間（自　令和２年６月１日　至　令和２年11月30日）

　当社の報告セグメントは、「医薬品事業」のみであり、その他の事業セグメントの重要性が乏しいため、記

載を省略しております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自　令和３年６月１日　至　令和３年11月30日）

　当社の報告セグメントは、「医薬品事業」のみであり、その他の事業セグメントの重要性が乏しいため、記

載を省略しております。
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